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【目的】近年IVR治療は急速な発展を遂げてお

り、術前のリスク評価とチームでの情報共有が

必要とされている。2013年「血管造影検査・治

療安全チェックリスト」作成し導入までの経緯

と成果について報告する。

【方法】１．WHO手術安全チェックリストに基

づいた「血管造影検査・治療安全チェックリス

ト」の作成、２．院内放射線部委員会にて安全

チェック施行についての協議と各診療科へ周

知、３．コーディネーターの選出と依頼、４．

シミュレーション、５．試験施行時のチェック

に要した時間、６．スタッフの意見聴取と、

チェックリスト修正、７．IVR治療を行う全

科・全例施行までを振り返った。

【結果】委員会では全会一致で導入に同意を得

たが、検査・治療開始時間の延長を懸念する声

や、手術とIVRの違いについて指摘があった。

コーディネーターを放射線技師としたこと、シ

ミュレーションで職種と氏名を明示することに

より、役割が明確化した。10例の試験施行に

て、開始前チェックに要した平均時間は1分２

６秒であった。多職種でのチェックリスト修正

により、他科で施行の際も自然な導入となっ

た。

【考察】安全チェック導入に際し様々な懸念事

項があったが、施行開始後はチーム全体で患者

情報の共有ができ、スタッフ間のコミュニケー

ションが円滑となり、ヒューマンエラーやリス

ク回避が図られていると考える。さらに、医師

の治療戦略をスタッフ全員で共有することによ

り、チームとしての意識向上と目標の統一を図

ることができている。WHOに準じた血管造影独

自のチェックリスト作成により、患者の安全は

さらに担保されると考える。

【結論】血管造影検査・治療安全チェックリス

トの構築により、患者の安全が担保され、チー

ムの意識・目標の統一を可能とする。
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